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総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
十
一
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
日
程
で
、
福
岡

県
福
津
市
及
び
佐
賀
県
武
雄
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

福
津
市
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
福
津
市
わ
が
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
概
ね
小
学
校
区
単
位
ご
と
に

地
域
の
住
民
で
組
織
さ
れ
た
活
動
団
体
が
実
施
主
体
と
な
り
、
子
育
て
支
援

事
業
や
地
域
の
交
流
事
業
な
ど
多
種
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
か

ら
は
一
地
域
あ
た
り
年
間
二
百
万
円
の
財
政
的
支
援
や
職
員
を
参
画
さ
せ
る

人
的
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
身
近
な
問

題
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
市
民
同
士
の
交
流
が

促
進
さ
れ
た
等
の
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

武
雄
市
は
、
若
く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
市
長
の
も
と
、
積
極
的
に
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
体
制
と
し
て
、
庁
内
の
組
織

の
ほ
か
に
市
民
会
議
を
設
け
、
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
実
効

あ
る
行
政
改
革
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

当
市
と
同
様
、
今
後
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
歳
出
削
減
を
図
り
な

が
ら
も
、
一
方
で
武
雄
市
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
武
雄
ブ
ラ
ン
ド

を
向
上
さ
せ
て
新
た
な
財
源
の
確

保
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
誘
致
に
投
資
す

る
な
ど
積
極
的
な
攻
め
の
改
革
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
・
行
政

改
革
推
進
都
市
を
視
察

　

当
委
員
会
で
は
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
兵
庫
県
篠
山
市
、
神

戸
市
、
た
つ
の
市
及
び
淡
路
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
丹
波
篠
山
ふ
る
さ
と
遊
農
・
楽
農
特
区
は
、
観
光
と
農
業
の
地

域
資
源
を
活
か
し
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
農
業
民
宿
、
濁

酒
製
造
、
農
地
貸
付
等
の
規
制
緩
和
を
す
る
内
容
で
あ
り
、
地
域
の
特
色
あ

る
取
り
組
み
と
し
て
事
業
展
開
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
の
神
戸
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
と
現
在
の
課

題
を
視
察
し
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
震
災
の
後
十
年
の
歳

月
を
経
て
、
人
や
街
並
み
は
震
災
前
の
状
況
に
戻
っ
た
も
の
の
、
経
済
面
に

受
け
た
打
撃
は
大
き
く
総
合
的
に
判
断
し
て
八
割
の
復
興
だ
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

続
い
て
訪
問
し
た
た
つ
の
市
で
は
、
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。
昨
年
十
月
の
周
辺
一

市
三
町
の
合
併
に
よ
り
豊
か
な
自
然

環
境
と
数
多
く
の
歴
史
的
資
産
に
恵

ま
れ
た
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併

後
は
観
光
協
会
の
統
合
を
は
じ
め
、

新
市
の
特
色
あ
る
観
光
振
興
を
模
索

し
て
お
り
、
そ
の
苦
労
が
伺
え
ま
し

た
。

　

最
後
に
訪
問
し
た
の
は
淡
路
市
に

あ
る
北
淡
震
災
記
念
公
園
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
よ
り
現
れ
た
国
指
定
天
然
記

念
物
の
野
島
断
層
を
保
存
・
展
示
し

て
お
り
、
大
震
災
の
記
録
を
後
世
に

伝
え
る
貴
重
な
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の

復
興
状
況
な
ど
を
視
察

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

よりよい議会活動をめざして
常任委員会行政視察報告（総務・産業建設常任委員会）

福津市役所福間庁舎前にて

神戸市会議事堂前にて
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総
社
市
で
は
、
岡
山
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
視
察
。
真
に
地
域
の
高
齢
者
に
必
要
と
さ
れ
る

機
関
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る
べ
く
、「
地
域
小

ケ
ア
会
議
」
と
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
は
特
徴
的
で
、

大
変
参
考
に
す
べ
き
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

上
勝
町
で
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
三
十
五
の
ご
み
分
別
を
行
い
、
一
般
廃

棄
物
の
約　

％
を
資
源
化
、
ご
み
の
量
も
三
分
の
一
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功

８０

し
た
「
ご
み
処
理
事
業
」、
ま
た
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
民
間
唯
一
の
輸
送
機

関
だ
っ
た
タ
ク
シ
ー
会
社
が
休
業
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段

と
し
て
国
の
構
造
改
革
特
区
事
業
の
認
定
を
受
け
た
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
区
事
業
」、
な
ら
び
に
新
た
な
基
幹
産
業
と
し
て
、
葉
っ
ぱ
を
売
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
も
と
に
料
理
の
つ
ま
物
に
す
る
材
料
を
商
品
化
し
、
高
齢
者
を
人

材
と
し
て
活
用
し
た
「
高
齢
者

福
祉
産
業
」
を
視
察
い
た
し
ま

し
た
。
高
齢
化
率
約　

％
の
四

４８

国
地
方
で
一
番
小
さ
な
町
に

あ
っ
て
、
在
宅
で
の
寝
た
き
り

の
高
齢
者
が
三
人
の
み
で
あ
る

な
ど
、
そ
の
地
域
に
即
し
た
事

業
の
展
開
を
図
る
努
力
を
実
感

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
地
域
の
資
源
や

特
徴
を
十
分
に
理
解
・
活
用
し

特
色
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
参
考
と
す
べ
き
点
の
多
い

視
察
で
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、ご
み
処
理
事
業
、

特
区
事
業
、高
齢
者
福
祉
産
業
を
視
察

　

今
帰
仁
村
で
は
、
生
涯
学
習
施
策
、
文
部
科
学
省
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
モ
デ
ル
支
援
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、
本
島
ま
で
橋
が
架

か
る
こ
と
で
の
島
の
激
変
を
想
定
し
、
小
学
生
の
文
集
作
成
、
島
民
の
遊
歩

マ
ッ
プ
出
版
等
を
通
じ
て
、
島
の
歴
史
や
自
然
、
祭
祀
や
伝
統
を
再
認
識
し
、

島
の
豊
か
さ
を
理
解
し
、
自
分
達
が
住
む
島
を
考
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
達
も
合
併
を
契
機
に
、
自
分
達
の
住
む
地
域
を
再
認
識
し
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

那
覇
市
で
は
、
学
校
教
育
施
策
、
文
教
施
設
協
会
賞
「
教
育
環
境
の
新
設

部
門
」
受
賞
校
の
銘
苅
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
学
校
づ
く

り
と
地
域
づ
く
り
が
同
時
進
行
し
て
お
り
、
施
設
面
で
は
太
陽
光
・
風
力
発

電
、
屋
上
緑
化
、
雨
水
利
用
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
、
環
境
面
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｃ

Ａ
と
い
う
組
織
に
よ
り
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
が
協
働
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
施
策
、
子
供
の
読
書
活
動
推
進
計
画
も
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
子
供
が
読
書
の
楽
し

さ
に
気
づ
き
、
自
ら
進
ん
で
本
を
読
む

環
境
を
社
会
全
体
で
作
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
公

立
図
書
館
と
の
連
携
、
全
小
中
学
校
へ

の
司
書
教
諭
と
学
校
図
書
館
事
務
主
事

の
配
置
が
な
さ
れ
、
図
書
の
管
理
や
学

習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を

充
分
に
理
解
し
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

充
実
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
地
域

で
あ
り
、
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い
視

察
で
し
た
。

生
涯
学
習
・
学
校
教
育
施
策
を
視
察

よりよい議会活動をめざして
常任委員会行政視察報告（生活福祉・文教常任委員会）

（
十
月
十
七
日
〜
十
九
日
・
岡
山
県
総
社
市
、
徳
島
県
上
勝
町
）

（
十
一
月
十
三
日
〜
十
五
日　

今
帰
仁
村
、
那
覇
市
）

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

総社市役所前にて

今帰仁村役場前にて


